
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

江戸川区家庭教育支援チーム 

 （呼称：江戸川区家庭教育サークル連絡会） 

  

 

②活動拠点 区内施設 

③活動範囲 江戸川区内全域 

④組織体制 

 

  ２６ 人 

主に家庭教育サークルが主催している家庭教育セミナーを受講した、小中

学生の子を持つ保護者で構成されている。 

子育て見守り員 ２人、元教員 １人、元幼稚園教諭 ２人、 

臨床心理士 １人 

 

⑤活動開始年度 昭和４８年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

会長 野﨑 路子 

（TEL）            （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

■家庭教育セミナーの開催【年２回実施（３日間／回）】 

 子育て中の保護者やその親（祖父母）、子育てに関わる地域の方が対象。

子育ての現状を理解し、子育てに関する悩みを解決することを目的としてい

る。テーマ（食育、インターネット、孫への接し方など）に合わせた専門の講

義を受講し、わが子や孫、地域の子どもたちとの関わり方を学ぶ。 

 また、受講者同士で情報を共有することで、参加者のストレスを発散し、家

庭でのより良いコミュニケーションづくりの一助となっている。 

 

■広報誌「子そだて」の発行【隔月】 

 連絡会会員への情報提供を目的として、連絡会発足当初より発行してい

る。連絡事項や、子育てに役立つ情報、会員が参加した研修の参加報告な

どを掲載し、情報共有を行っている。連絡会に加入しているサークルが輪番

で作成することで、チームワークやコミュニケーションの向上につながってい

る。 

 

■役員会、定例会の実施【随時】 

 連絡会の活動内容についての検討や情報共有を行うため、定期的に実施

している。年に数回は会員向けの勉強会も実施しており、子育てに悩む保

護者の相談役としてのスキルアップにも努めている。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

■初めての子育てに悩み、迷いながら毎日を過ごしていた新米のお母さん

が、セミナーに参加し、他のお母さんたちからそれぞれの経験談や解決方

法を聞くことで、子育てに前向きに取り組めるようになっている。例年参加者

からも好評。 

 

■子どもとその親たちに寄り添い、その成長を共に感じることにより、会員

が活動の意義を再認識でき、更なる意欲の向上につながっている。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


